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関連する箇所の内容 

長期作動記憶；長期的・正確、アクセス性に優れた記憶のことを長期作動記憶という。 

仮説；既有知識をもとに積極的に構築統合処理された記憶表象が、長期作動記憶として 

の性質を有するかどうかをの検討を行った。 

方法；ターゲット語直後の記憶再生と 妨害課題後の探索法による、再生率を測定する 

結果； 統合的な表象を形成するように指示した郡と何も指示しなかった統制群との 

間に記憶の質の差はなかった。 

自分の意見 

 失敗の原因は、実験っていう、ごく短い期間で、無意味つづりや 記銘語（名詞）のよ

うなミクロレベルで実験を行うからじゃないかな。 本当に、既有知識と結びつくってい

う場合は自分の経験など、自己と直接結びつくかたちで、情報が統合されることを意味す

るのではないだろうか。 その場合は、そうでない場合と比べて、記憶の質。。（アクセス

のしやすさ） に影響を与えると考える。                              
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